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反窮動物の胃は前胃 (第一胃,第二胃,第三胃) と腺胃 (第四胃)からな り,前胃は食物を腺胃に

送 り,その消化を容易にするための準備作業を営んでいる.すなわち,ある程度阻曝した食物の浸溝

と撹拝,バクテ 1)アやプロトゾアによるセルローズの分解,バクテ リアの活動で産生するガスの間胃

的排除,第一 ･二胃の複合運動による口腔での再阻噛,再阻曝された食餌の仕分けと第三胃から第四

冒-の最終移送,流動性食餌,特に晴乳期子番におけるミルクの第四胃-の直送など3)がそれである.

これらの楼能を営むための反勿胃の構造については,すでに家畜解剖書1)3)6)に詳しい記載がある

が,それは胃を切開して観察した場合の知見である.われわれは山羊の胃腔に Neoplenelatexを注入

し,その鋳型に刻される胃粘膜面の形状を観察した結果, これまで見逃されている興味ある所見を得

たので報告する.

実験材料及び方法

ザ-ネソ種,樵,1.5ヵ月令 2頭 (材料 No.1,2),2ヵ月令 2頭 (No.3,9),2.5ヵ月令 3頭 (No.

4-6), 3刀月令 1頭 (No.10),7ヵ月令 2頭 (No.7,8),4才 1頭 (No.ll)の計11頭を用いて実

験を行なった.放血致死後,胃を取 り出し,第一胃背撃の切開口から胃内容物を除去した.切開ロを

縫合したのち,噴門と幽門から10%ホルマリン液を胃腔に注入して胃の原形を整え,その形が崩れな

いように胃全体を別に用意した同濃度のホルマ リン液に浸潰した.このようにして固定した胃のう

ち,材料 No.1-5, 9の6例は, 胃腔に朱液で着色した Neoplenelatex601A を注入し,冷凍庫に

入れて硬化させたのち,胃壁を取 り去 り, その鋳型について観察を行なった. 残 りの材料No.6-8,

10-11の5例は固定した胃壁そのものを観察し,latex鋳型の対照標本とした.

*家畜解剖学研究室
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観察結果及び考察

1.第一胃の所見

(1) 筋柱及び粘膜ヒダ

胃腔に Neoplenelatexを注入して作製した鋳型標本の1例を Fig.1に示す.それによると,前筋

柱と後筋柱は見かけよりもかなり接近し,背嚢と腹嚢の連絡ロは比較的狭くなっている.胃の右側壁

では前筋柱から後筋柱に向けて右縦筋柱が走 り,左側壁では後筋柱から前筋柱に向けて左縦筋柱が延

びる.また左 ･右両側とも後筋柱から背 ･腹縁に向けてそれぞれ背 ･腹冠状筋柱が延びるが,背冠状

筋柱は子山羊では発達が悪く,成山羊においてわずかに認められる程度にすぎない.前 ･後節柱の粘

膜面には第一胃乳頭は見られず,左 ･右縦筋柱及び背 ･腹冠状筋柱には発達の悪い乳頭が存在してい

る.

第一胃と第二胃は第一 ･二胃ヒダによって区分される.このヒダは噴門の左背側付近に起こり,徐

々に高さを増しながら右側に向かい,胃底部で最高に達したのち,第二胃清右唇のほぼ中央部に終る.

第一 ･二胃ヒダの後方右側には,前褒第一胃ヒダが認められる.

(2) 第一胃乳頭の配列

第一胃乳頭は,鋳型標本についついて見ると,比較的明瞭な乳頭列を形成し,しかも乳頭列は次の

ごとく一定の方向に走っている (Chart1).

Chartl･Arrangementanditsrunningdirectionoftherumenpapillaeofthegoat.
a:rightaspectb:leftaspect

第一胃右側壁 ‥背 ･腹褒e)乳頭列は右縦筋柱を起始部とし,これより背 ･腹勤 こ向けて輪状に走る

(Fig･2a)･この走行方向は胃壁輪筋層のそれとはば一致する･第一胃前嚢の乳頭列もはば輪状に走る

が,第一 ･二胃ヒダより前位の乳頭列は噴門の左側を輪状に取 り巻いたのち,第二胃に向けて放射状

に広がり,第二胃溝唇及び第二胃小室に至る･後背盲嚢の乳頭列は輪状に走るように見える.後腹盲

嚢の乳頭列は腹冠状筋柱を起始部とし,これより後縁に向けて前後に走る･この走行方向は胃壁縦筋
層のそれとほぼ一致する.
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第-胃左側壁 :背 ･腹撃から左側壁に越えた乳頭列は背 ･腹嚢,第一胃前垂及び後背盲嚢を輪状に

走ったのち (Fig.2b),それぞれの部位の左側中央水平線上で背 ･腹のものが くの字型に交わる.こ

の場合,乳頭列が縦筋柱及び腹冠状筋柱付近で うず巻き状に合流することがある.後腹盲癖の乳頭列

だけはやや前後に走 り,その走行方向は胃壁縦筋層のそれとはぼ一致する.

Scottら5) は羊の前胃にいろいろなタイプの乳頭があることを報告しているが,しかし第-胃乳頭

が一定の配列を示すことには気付いていない.

(3) 第一胃乳頭の発達度

試みに8例の胃壁 (材料 No.1-8)を用い, それぞれのほぼ同じ部位49ヵ所から胃壁の一部を採

取し,1cm2 当りの乳頭数とその大きさを調べてみた. その結果,乳頭の数は同じ個体でも部位によ

ってかなり差があり,また同じ部位でも乳頭の単位面積当りの数は山羊の月令が進むにつれて減少す

ることがわかった.乳頭の大きさを最大,中等,最小の3段階に分けて観察した場合,最大の乳頭か

らなる部位は,右側では第一胃前嚢の下半部と第一胃島の前部,左側では第一胃前褒下半部と左縦満

付近であり,全般的には右側壁よりも左側壁のほうが乳頭の発達がよい傾向を示した･

家畜解剖学の成書1)2)を見ると,第一胃乳頭の機能は脂肪酸やナ トリウムの吸収にあるとされ,そ

の物理的機能についてはあまり明確な記載がない･しかしながら,あのように大量な胃内容物が単に

胃壁筋層の運動のみによって撹拝混合されるとは考え難い･広瀬ら2) は山羊の第一 ･二胃運動と胃内

容物の動きについて,第二胃の2段階収縮による第一胃への放出,背嚢と腹垂の交代的収縮による据

拝,後腹盲嚢の波動運動による播き出しなどが行なわれることを示唆している･われわれが観察した

乳頭列はそれらの運動や胃内容物の動きによくマッチした走行を示していた･このほか,第一胃乳頭

の密度や大きさが胃各部で異なることを併せ考えると,第一胃乳頭は吸収器官であるのみでなく,冒

壁筋層の補助的運動器官として,胃内容物の撹拝,移送,分別等に重要な役割を果たしているものと

思われる.

2.第二胃の所見

第一 ･二胃ヒダを越えて第二胃側に延びる乳頭列は互いに癒合して第二胃小室 ヒダに移行する･胃

底部の第二胃小室はその形が大きく, 6角形ないし5角形を呈するが,小室ヒダの高さはほぼ均一で

ある.しかし,小室は第一 ･二胃ヒダ及び第二 ･三胃口に向か うにつれて次第に形が小さくなり, 4

角形を呈するものが多 くなる･特に第二 ･三胃口付近のものはほとんどが4角形で,その小室ヒダの

ぅち,第二 ･三胃口を向く2辺は他の2辺よりも丈が高くなる･この丈の高い小室ヒダは隣接のもの

と直線状に連な り,第二 ･三胃ロに向か う幕 (仮称,小室ヒダ溝)を形成する･

第二胃小室の機能に関するこれまでの記載をみると･Grau3)はよく阻曝された食物粒子と粗い食餌

の分別を行なうといい,Hofman3'はよく阻曝された食物粒子のしぼ り出しに役立つ と述べている･

また反額胃の運動を研究した広瀬ら2) の報告によると,第二胃運動はきわめて短時間に経過する2拍

子運動で,最大収縮時にはその姿が第一胃中に没するほどに強力であり,その際,第二胃内容物を第

一胃中に放出す るといい, Ohga4) らは羊の第二 ･三胃口は第二胃の収縮時と弛緩時に2度開き,第

三胃への食餌の吸入と移送はこの時に起こると報告している･以上の知見と筆者らが観察した所見と

を考え併せると,第二胃小室は第二胃の第 1段収縮時における流動物のしぼ り出しと,第 2段収縮時

における粗い食餌の第一胃内-の拡散放出を行ない,また丈の高い小室ヒダ掛 も 上記第 1段収縮の

際,流動物を第二 ･三胃口に導 くのに役立つものと考えられる･
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3.第二胃幕の所見

第二胃清の右唇には上2/3に第-胃乳頭,下 1/3-t第二胃小室が連続し,左唇には上 1/3に第一胃

乳頭,下 2/3に第二胃小室が連続している.溝唇の乳頭はその基部または全体が癒合してヒダを形成,

その方向は第二胃串及び第二 ･三胃ロを向いている.第二胃溝の横断面を見ると,幕末の中央部はや

や盛 り上 り,左右の隅には狭い二次溝を形成している.この二次清のうち,左唇側のものは著しく深

いが,その理由は明らかでない.

4.第三胃の所見

第三胃には第三胃薬が存在し,そのうち大乗は第二 ･三胃口に最も近 く起こり,次いで中 ･小 ･最

小葉の順に形成される.第三胃乳頭は第二 ･三胃口側で大きく,後方に向か うにつれて小さくなる傾

向を示す.これら第三胃乳頭の並び方はあまり明確でないが,大業ではその基部から遊離縁に向か う

乳頭列を形成するように見える.

第三胃薬は,第一胃乳頭と同じく,脂肪酸,ナ トリウム,水分の吸収を行なうことが知られている.

しかし,成書1)･3)･6)や Ohgaら4),Stevensら3)の報告を見ても,その運動様式や物理的機能は明らか

でない･周知のごとく,第三胃薬には粘膜筋板が著明に発達するほか,葉の中軸に胃壁内筋層 (輪筋

層)が進入している･これら筋束の走行からすると,胃薬は粘膜筋板による前後動と内筋層による上

下動が可能であ り, これにその表面の第三胃乳頭が加わって,食餌の粉砕や掻き出しを行な うことが

十分考えられる.

5.第四胃の所見

第四胃の粘膜面には第四胃ラセソヒダが存在している.これを鋳型標本で見ると, ラセソヒダは第

三 ･四胃口付近に起こり,第四胃中腎をはさんで胃壁側面をほぼ対称的に斜後方に.Tる.このヒダは

第四胃の全長にわたるのではな く,その前半ないし前2/3の範囲に限って形成され,しかも,片側の

ものが大撃を越えて他側にまで延びることはない.ラセソヒダの数は15-21条で,それぞれの高さは

ヒダの中央部で最も高い･このように,第四胃ラセソヒダが第三 ･四胃口付近に起こり,胃の前半に

よく発達することは,第三 ･四胃口に逢した食餌を区分けし,胃液の混合を容易にするためではない

かと考えられる.

第四胃幽門部には,幽門括約筋が見られ,特に中腎側で発達がよく,半球状に突出している.括約

筋は幽門の側面から大撃側にかけては発達が悪 く,わずかに筋層が肥厚する程度にすぎない.

要 約

ザ-ネン種の堆11頭 (1･5ヵ月令 2･ 2ヵ月令 2,2･5ヵ月令 3, 3ヵ月令 1, 7ヵ月令 2, 4才 1

顔)を用いて胃粘膜の肉眼的観察を行なった･ 胃腔に Neoplenelatexを注入した鋳型と10%ホルマ

リン液固定の胃壁とを比較対照しながら観察した結果,以下の所見を得た.

1･第一胃乳頭は比較的明瞭な乳頭列を形成し,乳頭列は次のごとく一定の方向に走っている.
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(1) 節-胃右側壁 :背 ｡腹嚢の乳頭列は右縦筋柱を起始部とし,これ よ り背 ･腹撃に向けて輪状

に走る･この走行方向は胃壁輪筋層のそれとはぼ一致する.第一胃前嚢の乳頭列もほぼ輪状に走るが,

第一 ･二胃ヒダより前位の乳頭列は噴門の左側を輪状に取 り巻いたのち,第二胃に向けて放射状に広

がり,第二胃清唇及び第二胃小室に至る.後腹盲嚢の乳頭列は腹冠状筋柱を起始部とし,これより後

縁に向けて前後に走る.この走行方向は胃壁縦筋層のそれとほぼ一致する.

(2) 第一胃左側壁 :背 ･腹撃から左側壁に越えた乳頭列は背 ･腹喪,第一胃前索及び後背盲嚢を

輪状に走ったのち,それぞれの部位の左側中央水平線上で背 ･腹のものがくの字型に交わる.後腹盲

嚢の乳頭列だけはやや前後に走り,その走行方向は胃壁縦筋層のそれとほぼ一致する.

2･長大な第一胃乳頭が密集する部位は,各月令を通じ,第一胃前垂下半部及び縦筋柱付近である.

3･第二胃溝床の中央部はやや盛 り上 り, 左右の隅には狭い二次溝を形成している. この二次帯の

うち,左唇側のものは著しく深い.

4･第三胃乳頭の並びはあまり明確でないが,大業ではその基部から遊離縁に向かう乳頭列を形成

するように見える.

5･第四胃ラセンヒダは第三 ･四胃口付近に起こり, 胃壁の側面をはば対称的に斜後方へ下る. こ

のヒダは第四胃の前半ないし前2/3の範囲に存在し,しかも片側のものが大撃を越えて他側に延びる

ことはない.

本研究の要旨は第84回日本獣医学会 (宮崎,'77)において口頭発表した.
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Summary

Observationsonthemucosaofthestomachwiththenakedeyesweremadewithelevenofbull

ofSaanen.BycomparingmoldingwhichwasproducedbyputtingNeoplenelatexintothestomach

withthetripwhichwas丘Ⅹedwith10% formalobservationsweremade.Theresultsareasfollows.

1.Therumenpapillaeformsacomparativelyclearlineofpapillaeanditrunsinthe丘Ⅹedderection

asfollows.

(1) Therightwalloftherumen:Thelineofpapillaebothofthedorsalsacandγentralsac

oftherumenoriginatesfrom therightlongitudinalpillarandfrom thereitrunstowardthedorsal

curvatureandventralcurvatureoftherumen formingaring.Itsrunning directionisaboutthe
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sameasthatofthecircularmuscullayeroftherumen.Thelineofpapillaeofthecranialsacof

therumenalsorunsformingaring,butthelineofpapillaewhichexistsinfrontoftheruminoretic-

ularfold surroundstheleftsideofthecardia formingaringandthenitspreadslikeraystoward

thereticulum andleadstothelipsofthereticulargrooveand thereticularcells.Thelineof

papillaeofthecaudo-dorsalblindsacseemstorunformingaring.Thelineofpapil】aeofthecaudo-

Ventralblindsacoriginatesfrom theventralcoronary pillar,andrunsin frontandintherear

towardthebackedge.Thisrunningdirectionisaboutthesameasthatofthelongitudinalmuscle

layeroftherumen.

(2) Theleftwalloftherumen:Thelineofpapillaewhich reachestheleftwallacrossthe

dorsalcurvatureandtheventralcurvatureoftherumenrunsaroundthedorsalsacandγentralsac

oftherumen,thecranialsacoftherumenandthecaudo-dorsalblindsacformingaring,andafter

thateachofthebacksideandthefrontsidecrosseseachotherintheshapeofJapaneseletter"("

onthehorizontallineintheleftcenterofeachpart.Onlyinthecaudo-ventralblindsactheline

ofpapillaerunsinfrontandintherearanditsrunningdirectionisaboutthesameasthatofthe

longitudinalmusclelayeroftherumen.

2.Thelongandbigrumenpapillaeaggregatesdenselynearthelowerpartofthecranialsacof

therumenandthelongitudinalpillarthrougheveryageofthebull.

3.Thereticularcellsofthereticularfundusisahexagon orapentagon inshapeandtllelengh

ofthereticularcellfoldisaboutuniform.Thereticularcellsnearthereticul0-0masalopeningis

aquadrangleinshapeandthetwosidesofthequadranglewhichareoppositetothereticul0-

0masalopeningarelongerthantheothertwo.Beingconnectedonthestraightlinewithadjacent

ones,theselongerreticularcellfoldsform thegrooveofthereticularcellwhichisoppositeto

thereticul0-0masalopenlng.

4.Thecenterpartofthe鮎orofthereticulargrooveisswollenslightlyandformsnarrow second

groovesinrightandleftcorners･Amongthesesecondgroovesthatintheleftlipsideisremark-

ablydeep.

5･Thoughitisnotsoclearhow theomasalpapillaeformsaline,inthehighestomasallaminae

thelineofpapillaeseemstobeformedtowardthefreeborderfrom thebasicpartofit･

6･Thespiralfoldsoftheabomasum originatesneartheomaso-abomasalopening,andfallsbackward

obliquelyalongthelateralsurfaceoftheabomasum symmetrically.Thesefoldsexestwithinthe

limitsofthefronthalfortwo-thirdsoftheabomasum,howevertheyneverspreadfrom oneside

totheotherbycrossingoverthegreatercurvature.
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Fig･1 Neoplenelatexpreparationinjectedintothegoatstomach.a:rightaspect,b:leftaspect

Fig･2 Arrangementanditsrunningdirectionoftherumenpapillaeofthegoat.Pl10tOgrapll

oftheNeoplenelatexpreparation,showingtheneighbourhoodoftherightlongitudinal

groove(a)andleftruminoreticulargroove(b).




